
                             

   

 

 

 

１ 抗生物質投与牛のマーキングは２カ所以上に！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・牛のとり違い防止のため、治療前にマーキングをおすすめします。 

２ マーキング忘れ・転記ミス防止対策の例 

 

 

 

 

 

 

 

３ 情報共有を密に！ 

  ホワイトボードなどを 

活用して、搾乳前に作業者 

間で治療牛を確認しましょ 

う。 

             

札の吊り下げやパ
イプラインにテー
プを巻いて“×印”を
書く等 

抗生物質残留事故に注意！ 

令和 ６年 12月 16日 

宗谷農業改良普及センター 

本所（℡01634-6-1414） 

北部支所（℡0162-82-2119） 

令和５年度は宗谷管内で９件の抗生物質残留事故が発生しました。そのうち６件

が１～３月に発生しています。 

マーキングの見落としや抗生物質投与牛のとり違いなどが原因となっています。 

今一度、自農場の抗生物質残留事故対策を確認しておきましょう。 

必要な物を１セ
ットにして袋に
入れ、マーキン
グ忘れ・転記ミ
スを防止 

ポイント 

× 

ホームページもご
参照ください。 

× パイプライン 

カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー 

油性ペン 
ふせんに個体
番号を書く 

牛体に誰が見てもわか
るように“×印”などの
目立つマーキング 

 

足バンド 

 

治療牛 
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ピンクテープ 
対象牛の場所に
目印をつける 

カラースプレー 
牛体への 

マーキング用 

ふせん 
個体番号を記
入し PCに登録
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